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d [deoxy.cytochrome aa31、模様紫艶和凌(Tissυe 
Oxygenation Index: TOI)を計測した。また、血流速度お
よび;荒壌は、超音波Doppler~去を利用して、大総動脈で針
;到した合
{結果および考察〕
足底思運動の収縮強震が高くなるにつれて、運動中の
V02や血流は上昇し、 NIRSのTOI(絡のS02の指様)iま低
下する傾向にあった。また、これらの変化にはグループ関
の設は認められなかったものの、 TOIの低下鐘は全身の
す0ρlaxと有慈な槙関関係を示した。さらに、鶴男守に見た
血流とTOIの関係!こは大きく3つのパターン(君主)が観察さ
れた。それら3つの内の一つの型に{;.t， V02の高い者が含
まれている傾向が観察された。
以上のことから、筋S02の潟節機構には有費支紫性代謝能
力の艶が関与する可能性が示唆された。また、 O2鵜送機構
における血流と筋のS02の供[;e;関係の{麗人差にもやはり、
有磁繁性代i射能力に関わる諮饗留が関与している可能性が
あり、今後さらに換討する必要があると考えられたα
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